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第
3
0
回
記
念

2
7
、
2
8
日

　
第
三
十
回
記
念
全
日
本
仏
教
徒
会
議
東
京
大

会
は
、
来
た
る
十
月
二
十
七
、
八
の
両
日
、
全

日
本
仏
教
会
と
東
京
都
仏
教
連
合
会
の
共
催
で
、

大
本
山
池
上
本
門
寺
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
る
。

本
年
度
の
大
会
テ
ー
マ
は
「
釈
尊
の
教
え
を
現

代
に
生
か
そ
う
1
全
一
仏
教
運
動
の
反
省
と
推

進
1
」
。記
念
弁
論
大
会
も
開
く

　
今
回
は
、
三
十
回
の
記
念
大
会
と
い
う
こ
と

で
、
特
に
日
程
を
二
日
間
と
℃
、
二
十
八
日
に

は
、
銀
座
ヤ
マ
ハ
ホ
ー
ル
を
会
場
に
弁
論
大
会

「
青
年
仏
教
徒
の
主
張
」
を
開
催
す
る
。
応
募

資
格
は
二
十
九
歳
似
下
の
男
女
、
テ
ー
マ
は
、

「
釈
尊
の
教
え
を
い
か
に
現
代
に
生
か
す
か
」
、

入
賞
者
に
は
優
勝
3
0
万
円
、
二
席
1
5
万
円
、
三

席
1
0
万
円
、
佳
作
5
万
円
、
努
力
賞
3
万
円
の

賞
金
が
贈
ら
れ
る
。

　
弁
論
大
会
は
、
全
仏
大
会
史
上
、
初
め
て
の

試
み
だ
け
に
、
大
会
幹
事
会
で
は
一
人
で
も
多

く
の
応
募
者
が
集
ま
る
よ
う
、
広
く
各
方
面
へ
，

呼
び
か
け
て
い
る
。

　
ま
た
、
二
十
七
日
の
昼
食
時
に
、
宗
派
代
表

者
懇
談
会
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
《
開
催
要
項
〉

　
全
日
本
仏
教
徒
会
議
は
、
昭
和
二
十
八
年
以

来
、
毎
年
、
回
を
重
ね
、
本
年
は
、
日
蓮
聖
人

蝦
一
’
薩
一
瓢
、
優
蒔
皿
、
屡
藪
踵
（
弧

池
上
本
門

入
滅
の
聖
地
、
池
上
本
門
寺
を
会
場
と
し
て
第

三
十
回
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
顧
み
る
と
、
戦
後
幾
多
の
苦
難
を
克
服
し
た

日
本
人
は
、
い
ま
や
世
界
に
お
け
る
経
済
大
国

と
し
て
の
地
歩
を
築
き
、
ま
た
、
文
化
国
家
を

標
榜
す
る
先
進
国
の
一
つ
と
し
て
そ
の
指
導
軍

役
割
り
を
国
際
間
に
荷
う
べ
き
立
場
に
お
か
れ

る
に
い
た
り
ま
し
た
。

　
い
ま
や
、
日
本
人
は
国
際
的
視
野
に
立
っ
て
、

世
界
平
和
と
人
類
互
恵
の
正
し
い
認
識
を
も
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
で
も
あ
り
ま
す
。

　
六
世
紀
に
、
わ
が
国
に
受
容
さ
れ
た
仏
教
は

日
本
人
の
心
に
浸
透
し
定
着
し
ま
し
た
。
こ
の

寺
を
主
会
場
こ

私
た
ち
も
ま
た
、

現
代
社
会
に
対
応
し
て
仏
陀
の
教
法
を
実
践
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
高
齢
者
福
祉
・
青
少
年
教
化
育
成
・
人
権
の

尊
厳
に
た
つ
教
化
及
び
伝
道
・
寺
院
運
営
・
国

際
交
流
等
の
諸
問
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
た
ち
仏
教
徒
は
、
釈
尊
の
示
さ
れ
た
縁
起

的
世
界
観
と
慈
悲
と
無
我
の
思
想
に
立
脚
し
て
、

全
一
仏
教
運
動
三
十
年
の
歩
み
を
ふ
り
か
え
り
、

そ
の
足
ら
ざ
る
を
厳
粛
に
反
省
す
る
と
と
も
に
、

輝
か
し
い
未
来
社
会
の
建
設
と
人
類
幸
福
の
た

．
．
め
に
、
一
丸
と
な
っ
て
こ
の
運
動
を
推
進
し
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
間
、
祖
師
先
徳

　
　
　
　
　
　
は
釈
尊
の
み
教

　
　
　
　
　
　
え
を
そ
れ
ぞ
れ

　
　
　
　
　
　
の
時
代
に
応
じ

　
　
　
　
　
　
て
生
か
す
努
力

　
　
　
　
　
　
を
し
、
実
践
さ

こ
　
　
　
　
れ
て
き
ま
し
た
。

　
全
一
仏
教
運
動
を
通
し
て
、

　
　
《
大
会
日
程
V

O
2
7
日
（
木
）
1
会
場
・
大
本
山
池
上
本
門
寺

10

桙
R
0
分
開
会
式
▽
1
1
時
2
0
分
総
会
▽
1
2
時
0
0

分
昼
食
▽
1
3
時
0
0
分
部
会
▽
1
6
時
0
0
分
総
会
▽

17
桙
O
0
分
懇
親
会

0
2
8
日
（
金
）
1
会
場
・
銀
座
ヤ
マ
ハ
ホ
ー
ル

ー3

桙
R
0
分
弁
論
大
会
▽
1
6
時
0
0
分
閉
会
式

　
　
《
部
会
テ
ー
マ
〉

第
一
部
会

第
二
部
会

第
三
部
会

第
四
部
会

第
五
部
会

高
齢
者
福
祉
の
問
題

青
少
年
教
化
育
成
の
問
題

人
権
の
尊
厳
に
た
つ
教
化
と
伝
道

寺
院
運
営
の
問
題

国
際
交
流
の
問
題

　
　
《
大
会
役
員
》

総
裁
・
金
子
日
威
、
副
総
裁
・
森
寛
紹
、
松
山

萬
密
、
出
口
一
当
、
常
盤
井
尭
棋
、
中
川
貫
道

林
亮
海
、
藤
前
東
時
、
沼
田
恵
範
、
大
会
長
・

留
鳥
海
、
大
会
副
会
長
・
岩
崎
宗
秀
、
小
倉
俊

明
、
幹
事
長
・
河
野
亮
永
、
副
幹
事
長
・
近
藤

居
敬
、
白
川
謙
敬
、
豊
田
弁
恵

池上本門寺の案内図

御廟　　　　　　　　　　　　園
松　濤

朗唱会舘
た坊　口

@B

@ロ
@　　ロ
@　　轟

本　　　万灯受付

a　　　（9～11日｝

@　　□

@　　だ
@　　撰@
　
　
建
毒
門

　本

@院

克�t

P
所

　会
@舘
@駐鼈齊ﾔ＿＿
@場

池L
Xポーツ
Nラブ

大
玄
関

［］　　　図
@　　麓　・ド　　鞄

竕A、□　　　塞｝i　　　公鐘　　堂楼

@　　揖

@　　組

図
師
　
屋

仁 1門

理境卍

@
宗務院

図慧

沍o日持坂

限．

一2一

“’ @　「獄「
，　r，

三、秘「
童P　　’　　一　　一，・鵡i　　　　　一
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仏
教
文
化
財
の
保
護

　　

@　

　　

@　
@　
@　

@
全
仏

　
全
仏
で
は
、
仏
教
文
化
財
の
保
護
を
積
極
的

に
進
め
る
た
め
、
去
る
八
月
下
旬
、
左
記
の
よ

う
な
要
望
書
を
、
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会
・

理
事
長
本
多
費
純
名
で
、
自
由
民
主
党
文
教
部
、

会
な
ら
び
に
文
教
制
度
調
査
会
へ
提
出
し
た
。

　　●　●　・　o　・　o　・　●o　●　●

理
事
長
名
で
提
出
…

《
国
宝
、
重
要
文
化
財
の
修
理
・
管
理
・

　
8
i
i
i
i
－
i
ー
ー
i
i
i
i
i
i
i
i
－
i
一
「
馳
i
i
i
i
i
i
…
i
i
・
l
i
b

　
今
年
十
二
月
に
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
た
、

第
十
四
回
世
界
仏
教
徒
会
議
（
W
F
B
）
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
大
会
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
国
内
事

情
か
ら
、
実
施
が
不
可
能
と
な
っ
た
。

　
こ
れ
は
八
月
末
、
全
仏
事
務
局
へ
届
い
た
W

F
B
本
部
（
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
）
会
長
代
行
の

手
紙
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
も
の
。
事
務
局
で
は

次
の
よ
う
に
対
処
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
①
第
＋
四
回
大
会
は
、
い
つ
ど
こ
で
開
催
さ

れ
る
か
未
定
だ
が
、
加
盟
団
体
へ
は
、
決
定
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

W
F
B
イ
ン
ド
ネ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

ア
大
会
実
施
不
可
能
に
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
国
内
事
情
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

防
災
事
業
の
充
実
に
つ
い
て
の
要
望
書
》

　
国
宝
、
重
要
文
化
財
は
、
我
が
国
の
歴
史
文

化
の
正
し
い
理
解
の
た
め
に
欠
く
こ
と
の
出
来

な
い
も
の
で
あ
り
、
細
心
の
注
意
を
も
っ
て
修

理
、
管
理
、
防
災
等
に
努
め
、
子
孫
に
永
く
伝

え
る
べ
き
貴
重
な
文
化
遺
産
で
あ
り
ま
す
。

第
、
連
絡
す
る
。

　
②
も
し
、
一
九
八
四
年
度
中
に
開
催
さ
れ
る

場
合
は
、
代
表
団
の
み
の
参
加
と
し
、
記
念
旅

行
（
ツ
ア
ー
）
は
行
わ
な
い
。

③
今
回
予
定
し
て
い
た
記
念
旅
行
に
つ
い
て

は
、
参
加
申
し
込
み
者
の
意
見
を
尊
重
し
て
善

処
す
る
。

　
私
ど
も
所
有
者
は
、
そ
の
自
覚
の
も
と
に
保

存
管
理
に
日
夜
苦
心
を
重
ね
て
お
り
ま
す
が
、

窮
迫
し
た
財
政
状
態
等
に
よ
り
、
保
存
に
必
要

な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
ま
ま
で
は
文
化
財
保
護
に
問
題
を
生
ず
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
私
ど
も
も
文
化
財
所
有
者
の
立
場
か
ら
最
善

の
努
力
を
傾
け
て
お
り
ま
す
が
、
国
に
お
い
て

も
文
化
財
の
保
存
管
理
事
業
の
充
実
を
め
ざ
し
、

次
の
よ
う
に
各
項
目
に
つ
い
て
格
別
の
財
政
措

置
を
講
ぜ
ら
れ
る
よ
う
切
に
要
望
致
し
ま
す
。

　
　
　
記

◎
国
宝
、
重
要
文
化
財
保
護
対
策
の
充
実

　
↑（四

国
宝
、
重
要
文
化
財
の
修
理
・
防
災
の

充
実
伝
統
的
建
造
物
群
の
整
備
充
実

文
化
財
保
存
施
設
の
整
備

伝
統
技
術
の
保
全
・
振
興

　
　
　
守
仏
の
局
内
人
事

事
務
総
長
　
　
　
藤
原
知
徳
　
7
・
2
9
　
退
任

事
務
総
長
代
行
　
矢
萩
信
顕
　
8
・
2
5
　
新
任

県
仏
代
表
者
会
議
糟

　　

@　

@　

S
署
大
会
の
泌
　
　
東
京
で

　
都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者
会
議
は
、
第
三
十

回
記
念
全
仏
大
会
の
前
日
、
東
京
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

　
　
薬
日
、

日
時
　
1
0
月
2
6
日
（
水
）
午
後
二
時

場
所
　
都
イ
ン
（
東
京
二
二
田
）

出
席
　
各
都
道
府
県
仏
代
表
二
名

昭
和
5
9
年
版

　
　
　
　
　
　
申
込
み
受
付
け
中

　
全
一
総
務
局
で
は
、
左
記
要
領
に
て

「
全
仏
手
帳
」
を
発
行
し
ま
す
。
部
数
に

限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
御
注
文
は
お

早
め
に
。

内
　
容
　
三
帰
依
文
、
四
弘
誓
願
、
宗
門

　
　
　
　
聖
日
、
加
盟
団
体
役
員
住
所
録

　
　
　
　
忌
日
早
見
表
、
そ
の
他

国定サ
込　イ
先価ズ

9
×
1
4
㎝

五
五
〇
円
（
送
料
実
費
）

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
－
七
一

四
　
全
仏
総
務
局

　
「
諸
仏
手
帳
係
」
宛

ギ　レ　コるらもつりロ　り　　レねロ　ロゆもゆのカサゆハけもぬ　ヘヤのコヤ
ず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’　　浅草通り五鳳会加盟店　　・
ぞ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i漱一3；雪国商店i…
’
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比
叡
山
延
暦
寺
会
館
で

百
余
入
が
参
加
し
て

（上）会場いっぱいの参加者

（下）基調講演の中山英一氏

●9

　
第
三
回
同
和
研
修
会
は
、
去
る
九
月
十
三
、

十
四
の
両
日
、
比
叡
山
の
延
暦
寺
会
館
を
会
場

．
に
し
て
開
催
さ
れ
た
。
本
年
度
は
「
仏
教
徒
の

行
動
－
臼
ら
の
部
落
差
別
の
事
実
を
観
る
一
」

を
テ
ー
マ
に
、
三
十
三
の
宗
派
・
都
府
県
仏
・

団
体
か
ら
、
百
十
二
人
の
関
係
者
が
出
席
、
二

日
間
に
わ
た
っ
て
、
真
剣
に
研
修
を
行
っ
た
。

　
　
〈
開
会
式
〉

　
灘
懲

　
十
三
日
午
後
一
時
か
ら
の
開
会
式
は
、
杜
多

組
織
部
長
の
司
会
で
、
全
霊
本
多
理
事
長
に
よ

る
三
帰
依
文
唱
和
、
開
会
の
辞
に
つ
づ
い
て
、

鷲
山
諦
住
同
和
委
員
会
委
員
長
が
挨
拶
、
さ
ら

に
、
同
宗
連
代
表
の
木
越
樹
師
（
真
宗
大
谷
派

国
務
）
か
ら
祝
辞
が
寄
せ
ら
れ
た
。
最
後
に
、

今
回
会
場
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
、
宗
派
．

本
山
を
代
表
し
て
、
天
台
宗
の
清
田
宗
務
総
長

及
び
、
小
堀
延
暦
寺
執
行
か
ら
の
挨
拶
が
行
わ

れ
て
、
開
会
式
を
終
了
し
た
。

　
つ
づ
い
て
、
同
和
委
員
会
副
委
員
長
の
蓮
池

瑞
旭
師
か
ら
、
二
日
間
に
わ
た
る
研
修
会
の
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

中
山
氏
が
基
調
講
演

　
　
〈
基
調
講
演
〉

　
午
後
二
時
か
ら
、
長
野
県
同
和
教
育
推
進
協

議
会
事
務
局
長
の
中
山
英
一
氏
が
、
約
二
時
間

に
わ
た
っ
て
「
現
代
の
差
別
－
私
の
被
差
別
体

験
1
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
を
行
っ
た
。

　
中
山
氏
は
、
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
長
野
県

の
村
で
、
幼
児
期
か
ら
い
か
に
差
別
を
受
け
た

か
、
具
体
的
に
紹
介
し
、
参
加
者
に
深
い
感
銘

を
与
え
る
語
り
口
で
、
今
日
も
厳
然
と
残
っ
て

い
る
差
別
の
実
態
を
生
々
し
く
報
告
し
た
。

　
同
氏
は
ま
た
、
自
分
の
長
男
の
結
婚
問
題
を

通
し
て
、
事
実
を
知
る
こ
と
で
偏
見
が
な
く
な

っ
た
と
し
、
同
和
教
育
の
重
要
性
を
改
め
て
強

調
し
た
。
そ
し
て
、
差
別
は
、
差
別
さ
れ
て
い

る
者
が
立
ち
上
が
ら
な
い
限
り
な
く
な
ら
な
い
、

同
和
教
育
を
受
け
て
い
な
い
人
ぽ
、
い
ざ
と
い

う
時
、
差
別
す
る
側
に
立
つ
、
と
結
論
づ
け
た
。

　
　
〈
分
散
会
V

　
午
後
四
時
か
ら
、
参
加
者
は
二
十
数
人
つ
つ

一4一
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四
つ
に
分
か
れ
て
、
分
散
会
を
開
始
し
た
。
各

会
と
も
、
同
和
委
員
が
座
長
、
問
題
提
起
者
、

提
言
者
を
務
め
、
出
席
者
全
貝
に
よ
る
自
己
紹

介
、
基
調
講
演
に
対
す
る
感
想
な
ど
か
ら
話
し

始
め
、
一
時
間
半
に
わ
た
っ
て
真
摯
な
学
習
の

場
を
も
っ
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
翌
十
四
日

の
全
体
会
議
で
発
表
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
〈
学
習
会
V

　
午
後
六
時
半
か
ら
の
学
習
会
で
は
、
よ
み
う

り
テ
レ
ビ
製
作
の
映
画
「
夕
焼
の
道
」
が
放
映

さ
れ
、
そ
の
後
、
話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
映
画
は
、
被
差
別
部
落
の
寺
院
に
生
ま

れ
た
一
青
年
僧
侶
の
結
婚
問
題
を
通
し
て
、
現

代
の
差
別
の
実
態
を
生
々
し
く
描
い
た
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
：
で
あ
る
。

　
午
後
八
時
半
、
第
一
日
目
の
日
程
を
終
了
し

た
。　
翌
十
四
日
は
、
午
前
六
時
起
床
、
根
本
中
堂

で
の
お
っ
と
め
、
諸
堂
参
拝
の
後
、
午
前
九
時

か
ら
全
体
会
議
が
始
ま
っ
た
。

　
　
〈
全
体
会
議
V

　
最
初
に
、
各
分
散
会
で
ど
ん
な
こ
と
が
話
し

合
わ
れ
た
か
、
報
告
が
あ
っ
た
。
つ
づ
い
て
全

体
の
ま
と
め
に
移
っ
た
。

O
寺
格
・
僧
階
な
ど
に
つ
い
て

　
「
寺
格
や
僧
階
は
、
歴
史
的
に
み
て
や
む
を
得

な
い
の
で
は
な
い
か
」
「
世
法
に
従
属
し
て
い
る
、

現
実
の
教
団
の
姿
を
、
常
に
問
い
な
お
し
て
い

く
姿
勢
が
必
要
だ
」

○
業
思
想
な
ど
、
教
理
や
経
典
中
の
差
別
性
に

つ
い
て

　
「
こ
れ
ま
で
、
ず
っ
と
問
題
に
な
り
な
が
ら

そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
」
「
こ
れ
だ
け
を
テ

ー
マ
に
し
て
徹
底
的
な
研
究
会
を
や
る
べ
き
で

は
な
い
か
」

○
結
婚
問
題
等
に
か
か
わ
る
、
身
元
調
査
に
つ

い
て

　
「
断
固
と
し
て
こ
と
わ
る
こ
と
が
、
過
去
帳

を
あ
つ
か
っ
て
い
る
者
の
責
務
だ
」
「
二
仏
と
し

て
、
身
元
調
査
禁
止
の
ポ
ス
タ
ー
や
文
書
、
ス

テ
ッ
カ
ー
等
を
作
成
し
て
ほ
し
い
」

○
差
別
戒
名
、
差
別
図
書
に
つ
い
て

　
「
い
ま
だ
、
完
全
に
回
収
で
き
て
い
な
い
」

〇
一
般
戒
名
論

　
「
院
号
等
を
求
め
る
、
一
般
社
会
の
風
潮
こ

そ
問
題
だ
」
「
長
い
慣
習
な
の
で
、
時
間
を
か
け

て
改
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
」

○
そ
の
他

　
「
差
別
事
象
を
か
か
え
る
寺
院
と
、
そ
う
で

な
い
寺
院
で
は
、
同
和
問
題
に
対
す
る
住
職
の

意
識
に
、
大
き
な
差
が
あ
る
」
「
二
仏
事
務
局
は
、

分
散
会
の
テ
ー
マ
等
を
前
も
っ
て
知
ら
せ
て
ぼ

し
い
」

　
　
〈
ま
と
め
〉

　
十
一
時
か
ら
、
鷲
山
委
員
長
と
橘
了
法
師
が

研
修
会
全
体
の
ま
と
め
を
行
っ
た
。
こ
の
中
で

鷲
山
委
員
長
は
「
差
別
を
生
み
出
す
、
我
々
の

内
側
を
も
っ
と
見
つ
め
な
お
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
同
和
推
進
に
取
り
組
む
と
い
う
こ
と
は
、

部
落
差
別
を
な
く
す
と
い
う
運
動
に
と
ど
ま
ら

ず
、
真
の
あ
る
べ
き
僧
侶
の
姿
に
回
帰
し
て
い

く
姿
勢
を
指
す
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
た
。

　
　
〈
閉
会
式
〉

　
十
一
時
半
か
ら
、
杜
多
部
長
の
司
会
で
閉
会

式
に
移
り
、
全
仏
矢
萩
事
務
総
長
代
行
な
ら
び

に
同
和
委
員
会
の
藪
副
委
員
長
が
挨
拶
、
那
須

組
織
局
長
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
て
、
二
日
間
に

わ
た
っ
た
、
す
べ
て
の
日
程
を
終
了
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
〈
新
発
売
〉
ご
先
祖
の
喜
ぶ
か
お
り

「
霊
水
香
」
は
、
ご
先
祖
を
偲
び
、
ご
先

祖
へ
の
感
謝
を
あ
ら
わ
し
、
ご
先
祖
を

供
養
す
る
「
水
」
と
「
か
お
り
」
で
す
。

本
品
を
手
桶
の
中
の
水
に
入
れ
、
墓
石

に
お
か
け
し
ま
す
と
、
荘
厳
な
か
お
り

が
広
が
り
ま
す
。

ぜ
ひ
墓
参
の
方
々
に
「
献
香
」
・
「
献
花
」

と
同
様
に
「
霊
水
香
」
の
ご
使
用
を
お
す

す
め
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
㊦
卿
休
堂
謹
製

●
劉i≡

　　ノ　　コ　　ロコ　ぽさヨ

リ9】隙膨圃
《特長》●安全●速効●普通物

■3日後に枯らす超速効タイプ。

50坪用

　　新発売

1袋

≡≡■1鰹盛

駆り7卜一’彫血紅訓

層芝生に雑草をはやさなくする

　芝生用タイプ。

200坪用

　　新発売

1袋

』隙審画
＝一

《特長》●安全●心なし●長く効く

■水なしで使え、根までも枯

　らし、6ヵ月間雑草の発生

　をおさえる強カタイブ。

3kg入1袋

100坪用

祖先を偲び今日に感謝

株式会社一休堂
東京都千代田区神田美倉町2大恵ビル

　　　　　　　　　　イッキューサン
〒101　電話03（256）1930（代表）

販売元
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■

難
拐
鏑
錘
拷
拷
拷
砲
，
．
，
．
蓬
蓬
ら
ー
ー
。
一
、
，
一
、
ー
ー
、
ー
ー
ー
ー
ー
、
，
一
～
ー
ー
、
，
、
，
一
手
、
一
写
一
3
ー
ー
ー
。
一
語
ー
ー
ー
垂
垂
」
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回答・全仏顧問弁護士

正浩長谷川
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【
質
問
】
　
最
近
、
最
寄
り
の
税
務
署
の
調

査
を
う
け
ま
し
た
。
納
得
の
い
か
な
い
結
果

を
押
し
つ
け
ら
れ
た
形
に
な
り
、
こ
れ
で
修

正
申
告
す
る
よ
う
に
と
の
指
導
で
す
が
、
こ

れ
を
拒
否
し
た
ら
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
で

し
ょ
う
か
。
税
務
署
と
争
っ
て
も
結
局
勝
ち

目
は
な
い
か
ら
あ
き
ら
め
た
方
が
賢
い
と
総

代
は
い
い
ま
す
が
、
私
と
し
て
は
、
納
得
で

き
な
い
こ
と
を
不
承
不
承
や
る
こ
と
は
住
職

と
し
て
あ
る
ま
じ
き
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
（
栃
木
県
H
寺
住
職
）
。

【
回
答
】
　
修
正
申
告
と
は
、
申
告
し
た
税

高
等
に
不
足
が
あ
っ
た
よ
う
な
場
合
に
、
納

税
者
が
す
す
ん
で
申
告
を
修
正
す
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。
税
務
調
査
が
あ
っ
た
場
合
に
も
、

通
常
は
納
税
者
の
納
得
に
よ
り
、
納
税
者
側

か
ら
修
正
申
告
を
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

そ
し
て
、
一
旦
修
正
申
告
を
し
て
し
ま
い
ま

す
と
、
も
う
、
こ
れ
を
争
う
余
地
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　
貴
寺
の
場
合
、
修
正
申
告
を
し
た
方
が
良

い
と
い
わ
れ
て
い
る
内
容
に
不
満
が
あ
る
と

い
う
の
で
す
か
ら
、
不
満
を
残
し
た
ま
ま
修

正
申
告
に
応
じ
る
と
、
後
に
な
っ
て
税
額
が

過
大
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
に
は
、

更
正
の
請
求
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

更
正
の
請
求
は
原
則
と
し
て
法
定
納
税
期
限

か
ら
一
年
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

の
で
、
結
局
認
め
ち
れ
な
く
な
る
場
合
が
多

い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
ま
ず
、
税
務
署
の
職
員
と
納
得

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
不
服
の
あ
る
場
合
に
は
、
税
務

署
長
（
国
税
局
の
職
員
が
調
査
し
た
と
き
は

国
税
局
長
）
に
対
し
、
異
議
の
申
立
が
で
き

ま
す
。
こ
れ
は
書
面
で
、
行
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
か
ら
、
税
務
署
で
相
談
す
る
か
、

税
理
士
弁
護
士
等
に
依
頼
し
ま
す
。
こ
の
異

議
申
立
に
も
と
ず
く
再
調
査
は
、
最
初
の
更

正
・
決
定
の
処
分
を
し
た
税
務
署
や
国
税
局

が
行
な
う
わ
け
で
す
が
、
こ
の
と
き
は
、
最

初
の
職
員
と
は
別
の
人
が
調
べ
て
く
れ
る
よ

う
で
す
。
．
そ
し
て
、
異
議
申
立
に
理
由
の
あ

る
と
き
は
、
原
処
分
の
全
部
も
し
く
は
一
部

を
取
消
し
た
り
、
ま
た
は
変
更
し
た
り
さ
れ

ま
す
が
、
理
由
の
な
い
と
き
は
棄
却
と
な
り

修
正
申
告
拒
絶
の
場
合
は

の
い
く
ま
で
よ
く
話
し
合
う
こ
と
で
す
。
そ

し
て
、
こ
ち
ら
側
の
主
張
も
十
分
、
相
手
に

理
解
し
て
も
ら
っ
て
下
さ
い
。
そ
の
た
め
に

は
、
税
務
署
の
職
貝
が
理
解
し
易
い
よ
う
に
、

論
点
中
心
に
前
も
っ
て
良
く
準
備
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
そ
れ
で
も
意
見
が
対
立
し
た
ま
ま
で
す
と
、

ど
う
し
た
ら
良
い
か
、
修
正
申
告
に
は
応
じ

な
い
で
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
き
ま
す
と
、
税

務
署
長
は
、
，
更
正
（
申
告
し
て
い
る
と
き
）

若
し
く
は
決
定
（
無
申
告
の
と
き
）
を
し
て

き
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
更
正
額
や
、

決
定
額
に
税
額
が
確
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
か
ら
、
一
応
こ
の
税
金
は
支
払
わ
な
け
れ

ま
す
。
し
か
し
、
納
税
者
に
不
利
益
な
変
更

は
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
異
議
決
定
に
不
服
の
場
合
に
は
、
税

務
署
長
も
し
く
は
国
税
局
長
か
ら
決
定
の
通

知
を
う
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
ヶ

月
以
内
に
（
ま
た
は
異
議
申
立
を
し
て
も
三

ヶ
月
以
内
に
決
定
が
で
な
い
と
き
も
）
、
国
税

不
服
審
判
所
へ
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
国
税
不
服
審
判
所
は
、
国
税
局
か

ら
は
独
立
し
た
機
関
で
、
国
税
庁
の
通
達
と

は
異
な
る
裁
決
も
下
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
昭
和
五
十
六
年
十
一
月
に
改
正
さ
れ

た
法
人
税
基
本
通
達
の
う
ち
、
1
5
1
1
1
1

や
、
1
5
1
2
1
1
4
な
ど
は
、
日
宗
連
や
全
日

仏
と
意
見
が
異
な
る
も
の
で
す
か
ら
、
こ
れ

ら
が
問
題
に
な
っ
た
と
き
は
、
国
税
不
服
審

判
所
に
、
そ
の
主
張
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

日
宗
連
や
全
日
仏
の
意
見
を
汲
み
と
っ
て
も

ら
え
る
こ
と
も
不
可
能
で
な
あ
り
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
国
税
不
服
審
判
所
の
裁

決
に
も
不
服
な
と
き
は
、
そ
の
裁
決
の
通
知

を
う
け
た
日
か
ら
三
ヶ
月
以
内
に
裁
判
所
へ

訴
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
前
に
国
税
不
服
審
判
所
は
国
税
庁
長
官
の

出
し
た
基
本
通
達
と
は
異
な
る
裁
決
が
出
せ

る
と
い
い
ま
し
た
が
、
こ
の
場
合
に
は
租
税

行
政
の
統
一
性
確
保
の
要
請
か
ら
、
一
定
の
・

制
約
が
あ
ゆ
ま
す
が
、
裁
判
の
場
合
、
裁
判

官
は
基
本
通
達
に
は
拘
束
さ
れ
ず
、
法
律
と

良
心
の
み
に
従
っ
て
裁
判
を
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
基
本
通
達
自
体
に

不
服
の
あ
る
と
き
は
、
国
税
不
服
審
判
所
よ

刀
も
、
さ
ら
に
争
い
易
く
な
っ
て
い
る
わ
け

で
す
。
そ
し
て
、
裁
判
は
三
審
制
で
す
か
ら

地
方
裁
判
所
の
判
決
が
不
服
な
ら
ば
高
等
裁

判
所
へ
、
高
等
裁
判
所
の
判
決
が
不
服
な
ら

ば
最
高
裁
判
所
へ
そ
れ
ぞ
れ
控
訴
・
上
告
で

き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
い
く
重
に
も
争
う
余
地
が

あ
っ
て
、
納
税
者
の
権
利
が
確
保
で
き
る
手

続
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
税
務
署

の
職
員
を
納
得
さ
せ
う
る
証
愚
等
を
整
え
ら

れ
る
と
と
も
に
、
地
域
の
仏
教
会
や
県
仏
、

全
仏
の
税
務
担
当
の
方
々
に
相
談
さ
れ
る
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

ザ
ー
ー
ー
ー
6
3
ー
ー
つ
ー
ー
。
ー
ー
づ
ー
ー
自
室
ー
ー
受
書
’
ー
垂
葉
ー
＄
ー
ー
至
言
ー
岩
室
ー
？
至
宝
ー
ー
ー
合
奏
ー
～
ー
ー
ー
ー
垂
葉
射
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老
人
問
題
に
対
す
る
住

職
の
役
割
に
つ
い
て

●
　
●
　
●
　
O
　
●
　
●
　
●
　
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
O

　
△
老
人
問
題
に
対
す
る
住
職
の
役
割
は
？

…
○
老
を
解
決
す
る
方
法
は
二
つ
あ
る
。

　
　
第
一
は
老
い
な
い
こ
と
、
不
老
で
あ
り
途

…
中
で
死
ん
で
は
不
老
の
意
味
が
な
い
か
ら
当

…
・
然
不
老
長
寿
と
な
り
、
老
化
の
速
度
を
緩
め

の
老
が
苦
で
あ
る
こ
と
と
、

の
老
苦
を
よ
く
観
察
認
識
し
て
そ
の
苦
を
脱

却
す
る
道
を
発
見
し
成
道
さ
れ
た
後
の
い
わ

ば
第
二
次
の
老
と
の
間
に
は
相
違
が
あ
る
こ

と
を
よ
く
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う

で
な
け
れ
ば
当
時
の
イ
ン
ド
社
会
（
今
日
で

も
あ
ま
り
変
ら
な
い
が
）
で
は
全
く
異
例
の

長
寿
を
保
た
れ
た
釈
尊
が
後
半
生
を
老
苦
に

あ
え
が
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
で
は
な

よ
う
と
す
る
考
え
方
も
こ
れ
に
含

ま
れ
よ
う
。
当
分
実
現
の
見
込
み

は
な
く
て
も
、
医
学
分
野
で
の
研

究
は
相
当
進
み
つ
つ
あ
る
。
し
か

し
住
職
が
直
接
具
体
的
に
担
当
す

る
こ
と
で
は
な
く
、
無
自
覚
な
不

老
意
識
は
む
し
ろ
老
人
問
題
の
一

種
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
の
解
決
法
は
老
化
を
必
然

と
認
め
、
そ
れ
を
苦
で
な
く
す
る

こ
と
で
あ
る
。
よ
く
仏
教
は
老
を

四
苦
の
一
と
し
て
い
る
か
ら
、
老

を
苦
と
認
め
て
い
る
と
い
わ
れ
勝

だ
が
、
む
き
出
し
で
あ
る
が
ま
ま

　
　
　
　
　
　
釈
尊
が
そ
れ
等

い
か
。
仏
教
で
は
老
は
無
自
覚
の
ま
ま
で
は

苦
だ
が
、
仏
教
で
濾
過
す
れ
ば
楽
と
す
る
こ

と
が
出
来
る
と
見
る
の
が
老
人
問
題
対
処
の

根
本
で
あ
り
、
徒
ら
に
現
実
を
前
に
お
ろ
お

ろ
す
る
の
は
仏
教
者
の
建
て
ま
え
に
反
す
る

と
知
る
べ
き
で
あ
る
。

　
し
か
し
そ
れ
で
も
一
般
に
あ
る
が
ま
ま
の

老
が
苦
で
あ
る
現
実
は
存
在
す
る
。
福
祉
・

医
療
・
介
護
・
住
宅
・
職
業
等
々
。
ど
の
一

つ
を
と
っ
て
も
解
決
の
容
易
な
も
の
は
な
く
、

具
体
的
事
例
は
ど
れ
も
急
を
要
す
る
も
の
ば

か
り
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
等
は
時
と
共

に
増
加
し
困
難
の
度
を
高
め
つ
つ
あ
る
。
住

職
は
当
然
そ
の
一
翼
を
担
当
す
る
の
が
天
職

で
あ
ろ
う
。
老
人
ク
ラ
ブ
・
旅
行
・
介
護
の

補
助
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
奉
仕
活
動
・
講
習

会
・
身
上
相
談
な
ど
既
に
活
躍
さ
れ
て
い
る

面
も
多
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
だ
が
国
家
地
方
自
治
体
等
の
霜
げ
持
つ
べ

き
面
、
い
わ
ば
経
済
的
解
決
で
片
付
く
方
面

の
華
や
か
さ
に
だ
け
気
を
取
ら
れ
て
は
な
る

ま
い
。
老
人
問
題
の
根
本
に
は
慾
の
問
題
が

あ
る
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
老
人
の
呆
け
も
、
自
分
の
存
在
…

を
尊
重
し
て
く
れ
る
態
度
を
み
て
大
半
緩
和
　
…

さ
れ
る
と
い
う
。
老
人
問
題
に
対
す
る
住
職
　
…

の
役
割
は
、
遠
廻
り
の
よ
う
だ
が
、
人
間
…

の
慾
に
対
す
る
省
察
か
ら
出
発
す
べ
き
で
あ
　
…

ろ
う
。

　
　
　
　
（
文
化
専
門
委
員
　
若
林
隆
光
）
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点火が簡単、半永久的に使用できる

「火宝」は、ご仏壇・お墓参りの御燈明用マッチとしてふさわしい優れた特徴をも

つ、安全で便利なマッチです。落ちついたデザインで色も黒の他6色、お名前・ご

紋を入れる事も可能です。ご落慶・祭事・行事の記念品にもご利用下さい。

一般家庭用
定価基：言83禺 1，800円

2，300円各租
送料350円

寺院用（軸が1m迄伸
長、ローソク火消し付）

定価2，800円

◎特　　長

1．軸の燃えかすがでないので、

　　ご仏壇のまわりを汚しませ

　　ん。

2．軸が長いので、ゆとりをも

　　ってこ灯火できます。

3．わずかなオイルの補給で、

　　半永久的に使えます。

4．水に濡れても、長期間保存

　　しても大丈夫です。

　　　←点火棒

　　　謡

　　　　発火石本体
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論
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謡
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畠

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
鵜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
1
日
“

　
〈
老
い
る
こ
と
は
苦
し
み
か
俘
〉
を
テ
：
マ

に
、
第
十
六
回
日
本
仏
教
文
化
会
議
の
公
開
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
左
記
の
要
領
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
事
務
局
で
は
、
一
人
で
も
多
く
の
方
が
ご

参
加
さ
れ
る
よ
う
、
出
席
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
（
先
着
二
〇
〇
人
、
入
場
無
料
）
。

　
日
　
時
十
月
二
十
一
日
（
金
）
午
前
十

　
　
　
　
　
時
～
午
後
四
時

　
会
　
　
場
　
学
士
会
館
へ
東
京
・
神
田
）

　
基
調
講
演
　
中
村
元
（
東
方
学
院
長
・
日
本

　
　
　
　
　
仏
教
文
化
会
議
議
長
）

　
パ
ネ
ラ
ー
　
奈
良
康
明
（
駒
沢
大
副
学
長
）

　
　
　
　
　
早
川
一
光
（
堀
川
病
院
院
長
）

　
　
　
　
　
金
光
寿
郎
（
N
H
K
プ
ロ
デ
ュ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
サ
ー
）

老
い
”
を
テ
ー
マ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
花
山
勝
友
（
武
蔵
野
女
子
大
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
授
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
伯
真
光
（
相
模
工
大
教
授
）

　
　
　
　
　
総
合
司
会
　
武
藤
義
一
（
埼
玉
工
大
学
長
）

　
本
年
度
は
、
高
齢
化
社
会
が
進
む
な
か
で
、

「
老
い
」
の
問
題
を
仏
教
で
は
ど
う
捉
え
て
い

く
べ
き
か
、
長
年
、
老
人
医
療
に
携
わ
っ
て
き

た
専
門
家
も
ま
じ
え
て
討
議
し
て
い
く
予
定
で

す
。
い
う
ま
で
も
な
く
「
老
」
は
、
釈
尊
の
説

か
れ
た
四
苦
の
｝
つ
で
す
が
、
一
方
、
東
洋
思

想
の
な
か
に
は
、
「
老
」
を
尊
ぶ
考
え
方
も
あ
り

ま
す
。
今
や
世
界
有
数
の
長
寿
国
と
な
っ
た
日

本
、
「
長
い
老
後
を
い
か
に
生
き
る
か
」
と
い
う

切
実
な
問
い
を
、
共
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

美
茎
獲
眞
録
至
義

八七五四三二
日日日日日日

　
　
　
　
一
（
八
月
）
1

同
和
委
員
会

静
岡
県
仏
教
徒
大
会
出
席

醍
醐
派
管
長
喜
寿
祝
賀
会

税
務
小
委
員
会

W
C
R
P
婦
人
部
会
学
習
会
出
席

全
仏
大
会
幹
事
会

昭
和
五
十
八
年
十
月
一
日
発
行

　
　
九
日
　
日
宗
連
理
事
会

　
十
三
日
　
法
律
相
談
室

　
十
三
～
十
四
日
　
同
和
研
修
会

　
十
六
日
　
局
内
会
議

　
十
八
日
　
本
派
全
戦
没
者
追
悼
法
要
参
列

二
十
六
日
　
税
務
委
員
会

二
十
七
日
　
法
律
相
談
室

二
十
八
日
　
文
化
会
議
運
営
委
員
会
，

　
　
　
　
日
宗
連
税
制
委
員
会

二
十
九
日
～
　
日
華
仏
教
文
化
交
流
大
会
出
席

発
行
人
矢
萩
信
顕

難
諜
　

i
蕪
i

　　　　　　　　　　な

中村元・武藤義一・雲井昭善・佐伯真光・中村尚志・花山勝友・山折哲雄

全日本仏教会／国際仏教交流センター編

現場の医師と第一線の仏教者との歯に衣を着せぬ大　　　　　　　　■定価980円

　　討論！　原始仏教の死生観や『往生要集』にみる日本

　　　人の死生観を基調にして、いま大きな社会問題になつ

　　　　　ている安楽死、がん告知、脳死の是非、ホスピス運

　　　　　　　動など現実の諸問題にどう仏教者は取組むべきか、死

四六判252ページ

者を弔うとともに病めるひとびとに励ましと慰めを

　　与えるのが、仏教者の本務ではないか、等々一50

　　　年先を目ざして仏教者に社会的行動を呼びかける。

＊本書は当会文化部でも取扱っております。是非文化部

　あてお申込み下さい。（代金後払い、送料当方負担）
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東京都千代田区三番町5
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●
現
代
の
病
め
る
心
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